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BOOK SHELF
二
○
○
一
年
一
一
月
、
カ
タ
ー
ル
の
ド

ー
ハ
で
開
か
れ
た
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ

Ｏ
）
閣
僚
会
合
に
お
い
て
、
中
国
と
台
湾

の
加
盟
が
相
次
い
で
承
認
さ
れ
た
。
中
国

が
一
九
八
六
年
に
当
時
の
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
へ
地

位
回
復
申
請
を
し
て
以
来
一
五
年
を
経
て

の
加
盟
で
あ
る
。
そ
の
間
、
一
九
九
五
年

に
交
渉
相
手
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
替
わ
っ
た
。

一
九
七
八
年
以
来
の
改
革
・
開
放
、
市

場
経
済
化
に
よ
り
、
急
成
長
を
遂
げ
て
き

た
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
は
、
人
口
一
三
億

を
抱
え
る
巨
大
市
場
が
世
界
に
開
放
さ
れ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
中
国
経
済
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
を
含
む
世
界
各
国
の

経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
だ
け
に
、
注
目
を
集
め
て
き
た
。

今
後
、
中
国
も
経
済
政
策
、
産
業
政
策
、

法
制
度
を
協
定
内
容
に
近
づ
け
る
べ
く
改

革
を
進
め
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

最
近
出
版
さ
れ
た
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟

に
関
す
る
資
料
を
紹
介
し
た
い
。
い
ず
れ

も
中
国
経
済
と
各
産
業
の
展
望
、
投
資
動

向
、
国
際
経
済
に
お
け
る
位
置
を
考
察
す

る
も
の
で
あ
る
。
大
観
し
て
、
今
後
の
政

策
や
各
産
業
分
野
の
変
化
に
関
す
る
研
究

者
の
見
解
は
、
基
本
的
に
大
き
な
違
い
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。

海
老
名
誠
・
伊
藤
信
悟
・
馬
成
三
著

『
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
で
中
国
経
済
が
変
わ
る
』

（
東
洋
経
済
新
報
社
　
二
○
○
○
年
）
は
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
の
概
要
を
説
明
し
た
う
え
で
、

協
定
加
盟
に
よ
る
中
国
経
済
、
産
業
、
市

場
、
貿
易
の
変
化
を
、
各
分
野
が
抱
え
る

課
題
と
と
も
に
解
説
、
予
測
し
た
も
の
で

あ
る
。
急
激
な
変
化
の
渦
中
に
あ
る
中
国

経
済
の
現
況
だ
け
で
な
く
、
複
雑
な
Ｗ
Ｔ

Ｏ
協
定
の
内
容
を
理
解
す
る
う
え
で
参
考

に
な
る
。

二
○
○
一
年
一
月
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
は
日
本
、
中
国
を
含
む
五
カ
国
の
研
究

者
八
名
を
報
告
者
と
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
た
。
山
澤
逸
平
・
今
井
健

一
編
「
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
―
―
グ
ロ
ー

バ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
の
共
生
を
目
指
し

て
」（
ト
ピ
ッ
ク
リ
ポ
ー
ト
、
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
　
二
○
○
一
年
）
は
そ
の
報
告

書
で
あ
る
。
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
が
中
国

の
制
度
・
機
構
改
革
、
中
国
経
済
・
産
業
、

米
中
関
係
、
地
域
経
済
（
日
本
、
東
南
ア

ジ
ア
、
台
湾
）
に
与
え
る
影
響
を
、
具
体

的
に
細
か
く
分
析
し
て
い
る
。
本
誌
六
八

号
（
二
○
○
一
年
五
月
）
で
も
長
期
に
わ

た
っ
た
加
盟
交
渉
の
経
緯
と
問
題
点
を
解

説
し
た
う
え
で
、
前
掲
書
の
各
論
文
の
要

約
を
特
集
し
た
。

鮫
島
敬
治
編
『
中
国
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
衝

撃
―
―
対
中
ビ
ジ
ネ
ス
は
こ
う
変
わ
る
』

（
日
本
経
済
新
聞
社
　
二
○
○
一
年
）
は
、

外
国
企
業
の
対
中
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

中
国
の
国
際
競
争
力
を
、
産
業
ご
と
に
解

説
し
つ
つ
分
析
し
、
将
来
を
予
測
し
た
も

の
で
あ
る
。
香
港
、
台
湾
へ
の
影
響
も
言

及
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
資
料
が
交
渉
の
経

緯
と
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
と
の
合
意

内
容
把
握
の
一
助
と
な
る
。

中
国
を
扱
う
年
刊
も
二
○
○
○
年
版
で

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
特
集
し
た
。
中
国

研
究
所
編
『
中
国
年
鑑
』
が
加
盟
準
備
の

複
雑
な
経
緯
と
多
岐
に
わ
た
る
問
題
点
と

課
題
を
わ
か
り
や
す
く
簡
潔
に
ま
と
め
て

い
る
ほ
か
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
受
け
て
生
じ

る
中
国
の
法
体
系
の
変
化
に
一
項
目
を
割

い
て
い
る
。
三
菱
総
合
研
究
所
編
『
中
国

情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
は
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ

Ｏ
加
盟
に
関
す
る
米
中
合
意
内
容
の
日
本

語
訳
と
中
国
の
市
場
開
放
に
よ
る
外
国
企

業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
、
業
種
を
細

か
く
分
け
、
か
つ
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

中
国
は
経
済
の
持
続
的
成
長
を
維
持
す

る
た
め
、
産
業
構
造
の
調
整
に
力
を
入
れ

て
き
た
。
日
本
貿
易
振
興
会
海
外
調
査
部

は
『
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
で
進
展
す
る
中
国
の
構

造
調
整
と
国
際
化
』（
日
本
貿
易
振
興
会

二
○
○
一
年
）
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
と
産
業

構
造
調
整
を
踏
ま
え
て
中
国
経
済
の
現
況

を
投
資
、
金
融
、
公
的
所
有
制
、
第
一
○

次
五
カ
年
計
画
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
る
中

国
経
済
へ
の
影
響
、
貿
易
を
分
析
し
て
い

る
。

中
国
経
済
が
高
成
長
を
達
成
す
る
と
同

時
に
、
社
会
に
も
た
ら
さ
れ
た
変
化
も
大

き
い
。
従
来
の
制
度
・
機
構
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
問
題
や
矛
盾
が
発
生
し
て
い
る
。

一
九
九
八
年
三
月
、
朱
鎔
基
首
相
は
国
有

企
業
改
革
、
金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
、
行
政

機
構
改
革
を
「
三
つ
の
実
行
」
と
し
て
目

標
に
掲
げ
た
。
日
本
貿
易
振
興
会
海
外
調

査
部
が
『
朱
鎔
基
の
「
三
大
改
革
」
進
捗

状
況
』（
日
本
貿
易
振
興
会
　
二
○
○
○

年
）
で
同
年
四
月
ま
で
の
改
革
の
実
態
を

検
証
し
た
。

『「
日
中
経
済
改
革
と
経
済
法
制
整
備
セ

ミ
ナ
ー
」
報
告
書
』（
日
本
貿
易
振
興
会

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
二
○
○
○
年
）、

『
中
国
の
行
政
体
制
改
革
の
現
状
と
展
望
』

（
日
本
貿
易
振
興
会
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

二
○
○
一
年
）
は
当
研
究
所
が
日
本
の
関

係
省
庁
か
ら
委
託
を
受
け
、
中
国
の
政
府

機
関
と
共
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
で
あ

る
。
特
に
、
後
者
は
一
九
九
八
年
以
降
実

施
さ
れ
た
行
政
改
革
に
焦
点
を
当
て
て
い

る
。中

国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
が
日
本
の
各
産
業

と
対
中
ビ
ジ
ネ
ス
に
与
え
る
影
響
を
論
じ

る
記
事
は
数
も
多
く
、
多
種
の
雑
誌
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
の
ほ
か
に

も
、
改
革
課
題
を
主
題
ご
と
に
取
り
上
げ

て
分
析
し
た
資
料
が
多
数
あ
る
。
興
味
を

お
持
ち
の
方
は
当
研
究
所
図
書
館
編
『
発

展
途
上
地
域
日
本
語
文
献
目
録
二
○
○

○
』（
二
○
○
一
年
）、
お
よ
び
当
図
書
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://opac.ide.go.

jp

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
い
と
う
　
え
り
か
／
図
書
館
逐
次
刊

行
物
課
主
任
）

伊
藤
え
り
か

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟

に
つ
い
て
読
む

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー


